
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書  

平成２１年５月２６日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 有機ホウ素の特性、すなわち高い反応性やルイス酸性を高分子設計に活かして、ホウ素原子

を主鎖に組み込んだ新しい共役電子系の高分子を合成することに成功した。具体的には、ジエ

チニルベンゼンなどの芳香族ジイン類とモノアルキルボランとのヒドロボレーション重合を行

うことにより、主鎖部分にフェニレンやアルケニレンなどのπ共役系とともにホウ素原子が導

入された高分子を得ることができた。このような高分子はホウ素原子の空軌道がπ共役系に関

与した構造となっており、これまでの共役系高分子とは異なった新しい非局在電子系の高分子

として、興味深い特性を示した。例えば、強い蛍光発光や優れた三次非線形光学特性を示すこ

とが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
 有機ホウ素を含むポリマーに関しては、こ
れまでに有機ホウ素含有モノマーの重合が
研究されているが、得られたポリマー中の有
機ホウ素ユニットは高分子の側鎖に含まれ
ており、その変換反応を行っても、結果的に
側鎖に官能基が導入されるのみである。これ
らに対して、主鎖に炭素－ホウ素結合を有す
る有機ホウ素ポリマーは、主鎖変換反応によ

り多様な官能基の導入された高分子の合成
が可能となる。主鎖型有機ホウ素ポリマーに、
さらにπ電子共役系を組み合わせようとす
る試みは、本研究者のグループ以外にはほと
んど見られない。このような主鎖型有機ホウ
素ポリマーの合成は従来ほとんど研究され
ていない分野であるにもかかわらず、その多
彩な特性を考慮すると、高分子機能材料とし
て重要であることが分かる。 
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２．研究の目的 
 本研究では、有機ホウ素の特性、すなわち
高い反応性やルイス酸性を高分子設計に活
かして、ホウ素原子を主鎖に組み込んだ新し
い共役電子系の高分子を創成することを目
的とした。このような高分子は、ホウ素原子
の空軌道がπ共役系に関与した構造となっ
ており、これまでの共役系高分子とは異なっ
た新しい非局在電子系の高分子として、種々
の特異な特性が期待できる。 
 
３．研究の方法 
 芳香族ジインとして、ジエチニルベンゼン
やジエチニルチオフェン、ジエチニルピリジ
ンなどを用い、メシチルボランあるいはトリ
ピルボランとのヒドロボレーション重合を
行った。その際、モノマーの仕込みモル比や
温度、溶媒などの反応条件を変えて検討した。
生成したポリマーは、赤外分光装置や核磁気
共鳴装置などを用いて特性解析を行った。ま
た、その高次構造については、走査プローブ
顕微鏡により評価した。 
 さらに、ヒドロボレーション重合以外に、
遷移金属触媒によるカップリング反応やメ
タル交換反応などを利用して、ホウ素を含む
主鎖型の共役系高分子を種々合成した。 
 このようにして得られたポリマーは、その
溶解性、成膜特性、安定性（空気、熱、水分）
などの材料特性を評価した。加えて、紫外分
光光度計や蛍光光度計などにより、その光学
特性を評価し、分子構造との関連について考
察した。 
 
４．研究成果 
 ジエチニルベンゼンなどの芳香族ジイン
類とモノアルキルボランとのヒドロボレー
ション重合を行うことにより、主鎖部分にフ
ェニレンやアルケニレンなどのπ共役系と
ともにホウ素原子が導入された高分子を得
ることができた。このような高分子は、ホウ
素原子の空軌道がπ共役系に関与した構造
となっており、これまでの共役系高分子とは
異なった新しい非局在電子系の高分子とし
て、種々の特異な特性が期待できる。 
 有機ホウ素ポリマーの分子量を正確に測
定し、共役系ポリマーの分子量が、光学特性、
電子特性に大きく影響しないことを明らか
にした。また、得られた高分子の蛍光を測定
した結果、強い青色の発光が観測された。得
られた有機ホウ素共役系高分子の有機ＥＬ
材料としての可能性について検討するため
に、基本的な発光特性の評価とともに、実際
にデバイス作成を試みた。その結果、キャス
ティングやスピンコーティングの手法によ
り、容易に自立膜が作成できることが分かっ
た。 
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